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	問題・目的
	表象（representation）とは，「あるもの」を表現する記号，表記，シンボル，あるいはそれらの集合である（大久保，2003）。表象は命題表象とアナログ表象の2種類あると考えられ，それぞれ外的表象における文と画像の関係に対応している（大久保, 2011）。
	こうしたイメージが心の中において命題表象で保存されていると主張する派閥（命題派），アナログ表象で保存されていると主張する派閥（イメージ派）に分かれて激しい論争が1970年代に繰り広げられ，イメージ論争と呼ばれており現在でも明確な解決を得られてはいない（邑本, 2005）。この論争は, Pylyshyn（1973）がものを見たときの解釈の機能に注目し, 空間的性質のみに焦点をあてたイメージ派の主張に異議を唱えたところから始まる（大久保, 2011）。つまり，主観的なイメージを行っているときに心の中...
	よって本研究は，アナログ表象を用いた方が記憶しやすい刺激が，命題化を阻害された状態において本当に解釈（命題化）が行われずにアナログ表象をそのままの形で維持することが可能かどうかを確かめることを目的とした。最初に赤，緑，青の色文字を同時に呈示し記憶させ，命題化阻害を行い，最後に最初に呈示した色文字の色もしくは文字の再認における反応時間と誤答率を測定する課題を作成し，命題化が極端に困難な刺激であっても命題化行われるのかを検討した。また，命題化阻害の方法として，実験1として挿入課題開始時間の操作をする...
	方法
	実験1
	参加者　男性11名, 女性10名の計21名（20.14歳, SD = 1.53）の大学生で行った。
	実験2
	参加者　男性14名，女性7名の計21名（20.71歳， SD = 2.01）の大学生行った。
	結果
	考察

